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機械器具 32 医療用吸引器
管理医療機器 電動式可搬型吸引器 （JMDN コード 36616030）

ピジョン電動鼻吸い器 SHUPOT

【警告】
・
・
・
・
・

・

・

機器の操作は必ず取扱説明書に従い、正しく使用してください。
吸引がうまく行えない場合、医療従事者等の指導に従ってください。
必ず専用ACアダプターを使用してください。
乳幼児の手の届くところに保管しないでください。
専用 AC アダプターのコードやシリコーンチューブが首などにから
まないようにしてください。
使用中に異常や不安を感じた場合は、直ちに使用を中止し、AC ア
ダプターをコンセントから抜いてください。
使用後は取扱説明書に従い、必ず洗浄と消毒を行ってください。

【禁忌・禁止】
・

・

・

・

・

・

・

機器は本書に記載されている使用目的以外の用途では、絶対に使用
しないでください。
以下のような場合は本製品のご使用に関して医師にご相談ください。
-
-
-

フィット鼻ノズルが接触する部分に傷口や出血がある場合は、使用
しないでください。［症状が悪化するおそれがあります］
電動部や AC アダプターは絶対に分解しないでください。［感電事
故や火災など、安全上重大な影響を及ぼす可能性があります］
ぬれた手で専用ACアダプターを取り扱わないでください。
［感電のおそれがあります］
定格時間（15 分）を超えた連続運転を行わないでください。再び
使用する場合は 5分以上停止させた後に使用してください。
機器を落としたり、強い衝撃を与えないでください。［破損や変形
のおそれがあります］

使用しても症状が改善されない
鼻水吸引時にお子さまが出血をした
鼻水の吸引前や吸引中にお子さまが極度に嫌がったり痛がったり
する

本製品には取扱説明書がありますので、必ず確認してください。

【形状・構造及び原理等】
① 外観形状

⑩

①

②　　

③
⑥

④

⑤ ⑦

⑧⑨

② 構造、各構成部品及び各部の機能

③ 原理
電動モーターを使用したポンプが作り出した流体の流れにより、シリ
コーンチューブ内を陰圧にする。
鼻水流れ込み防止ケースの吸気口に接続されたシリコーンチューブを通
じてフィット鼻ノズルから鼻水が吸引されて鼻水キャッチャーに溜まる。
④ 性能及び仕様

【使用目的又は効果】
鼻腔内の分泌物、粘液（鼻水）の吸引に用いること。

番号及び構成部品名 機能等の説明
①フィット鼻ノズル（Sサイズ）
②鼻水キャッチャー

③シリコーンチューブ

本
④

 
体

⑤電動部

⑦ダイヤル

⑨排気口 電動部ポンプの排気を排出する。

⑥鼻水流れ込み防止
　ケース

⑧ACアダプター
　プラグ挿入部 ACアダプターを挿入する。

⑩ACアダプター 電動部に電源を供給する。

最大吸引圧
ポンプ排気流量

電撃に対する保護の形式 クラスⅡ機器
電撃に対する保護の程度 B形装着部
定格入力 DC12V 2A

電源 専用ACアダプター
AC100V-240V 50-60Hz 0.8A

消費電力 19 W

鼻腔内に挿入する。

吸引された鼻水を溜める。

【使用方法等】
①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

鼻水キャッチャーの太い方の先端部分に、フィット鼻ノズルを差し
込みます。
鼻水キャッチャーの細い方の先端部分にシリコーンチューブを差し
込み、シリコーンチューブの反対側は鼻水流れ込み防止ケースの吸
気口に差し込みます。
電動部のダイヤルがOFF 位置になっていることを確認し、本体背面
の AC アダプタープラグ挿入部に AC アダプターのプラグを差し込
んだ後、ACアダプターをコンセントに差し込みます。
利用者の様子を十分に監視しながら吸引を行います。無理な吸引を行
わないように、フィット鼻ノズルの角度や吸引圧を適切に調整します。
電動部への逆流を防ぐため、鼻水キャッチャーへの無理な液体貯留
は行わないでください。
吸引が終わったらフィット鼻ノズルを利用者から離し、ダイヤルを
反時計方向に止まるまで回し、電動部の電源を切ります。
使用後は速やかに AC アダプターを電動部から取り外し、コンセン
トからも抜いた後、引っ掛かりや巻き付き事故の無いよう適切に保
管してください。

（鼻水キャッチャー本体・鼻水
キャッチャーふた・セパレーター）

（鼻水流れ込み防止ケース
本体・鼻水流れ込み防止ケ
ースふた）

電動部によって発生した陰圧をフィッ
ト鼻ノズルに伝える。

内蔵する電動モーターを使用したポン
プによって陰圧を発生させる。

鼻水キャッチャーからあふれた鼻水を
貯留する。鼻水流れ込み防止ケースふ
たには、シリコーンチューブを挿入す
る吸気口がついている。

電源入/切機能を持つとともに、最大
陰圧まで無段階に調節する。

最大作動（入）時間 15分
最小休止（切）時間 5分
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本製品には取扱説明書がありますので、必ず確認してください。

【使用上の注意】
〈重要な基本的注意〉
1. 機器使用の際の基本的注意事項
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・

・

・
・

・

機器の操作は必ず取扱説明書に従い、正しく使用してください。
乳幼児の手が届くところや、不安定な場所には保管しないでください。
鼻水キャッチャーには、必ずフィット鼻ノズルを装着した状態で使
用してください。
水平で安定した場所で使用してください。
機器を倒して使用しないでください。
機器を落としたり、強い衝撃を与えないでください。
本製品の付属品及び本製品の別売品以外は使用しないでください。
必ず専用ACアダプターを使用してください。
ぬれた手で専用 AC アダプターの差し込みプラグを抜いたり挿した
りしないでください。
電動部と専用 AC アダプターは防水ではありません。水や液体がか
からないようにしてください。
定格時間（15 分）を超えた連続運転を行わないでください。再び使
用する場合は 5分以上停止させた後に使用してください。
機器はシンナー、ベンジン、アルコールなどで拭かないでください。
機器を長時間使用しなかった場合は、使用前に必ず清掃、点検をし
てから使用してください。
本体底面の排気口を塞がないでください。

2. 機器使用中の基本的注意事項
・

・

・
・

・

機器の使用中は利用者の様子を常に監視し、異常や不安を感じた場
合は直ちに使用を中止してください。
機器を使用中に何らかの症状が現れた場合は直ちに使用を中止し、
医療従事者等に相談してください。
1回あたり、片方の鼻に 5秒を超える吸引を行わないでください。
吸引するときは、弱い吸引圧力から段階的に調節しながら使用して
ください。
専用 AC アダプターのコードやシリコーンチューブが首などにから
まないように注意してください。

【保管方法及び有効期間等】
〈保管方法〉
・
・

・
・

・
・

乳幼児の手の届かないところに保管してください。
フィット鼻ノズルは誤飲しないように、鼻水キャッチャーから外し
て、鼻水キャッチャー内に入れて保管してください。
使用後は洗浄、消毒を行い、清潔な状態にしてから保管してください。
直射日光の当たる場所や、高温、高湿になる場所に保管しないでくだ
さい。
保管環境温湿度：－10℃～＋60℃ 75%RH以下（結露なきこと）
耐用期間 3年［自己認証（当社データによる）］

【保守・点検に係る事項】
1. 使用者による保守点検（日常点検）

安全にお使いいただくため、日常点検（使用前点検）を行ってくだ
さい。

〈専用ACアダプター〉
・

〈フィット鼻ノズル、シリコーンチューブ〉
・
・

専用 AC アダプター本体の破損やコード、プラグに変形やキズ、断
線がないことを確認してください。

各部に折れ、ヒビ割れ、汚れ、裂けがないか確認してください。
ヒビ割れや裂けがあった場合は交換してください。

〈鼻水キャッチャー〉
・

・

・

〈電動部〉
・
・

・
・

・

・

鼻水キャッチャー本体とふたに汚れ、キズ、ヒビ割れがないか確認
します。
汚れがある場合には洗浄してください。キズ、ヒビ割れがある場合
には交換します。
本体には半透明のパッキンが装着されています。パッキンがしっか
りとはめ込まれていることを確認してください。

外観を確認し、大きなキズや変形がないことを確認してください。
鼻水流れ込み防止ケースが正しく取り付けられているか確認してく
ださい。
ダイヤルを回し、スムーズに動かせることを確認します。
専用 AC アダプターを電動部に接続し、ダイヤルを操作して電源の
入、切が確実に行えることを確認してください。
ダイヤルを操作して電源を入れ、電動部上面の吸気口を指で塞ぎ、
吸引が行われていることを確認します。このときダイヤルを左右に
回し、ダイヤルがどの位置でも吸引が行われていることを確認して
ください。
電動部を軽く揺すり、内部から異音がしないことを確認してください。
各部の部品が破損したり紛失した場合は、お買い上げの販売店また
はピジョンお客様相談室にお問い合わせください。

2. 機器の清浄化、洗浄、消毒、除菌方法
機器の使用後は取扱説明書の「お手入れのしかた」をよく読み、定
められた手順で洗浄し、必要に応じて消毒もしくは除菌を行ってく
ださい。洗浄、消毒もしくは除菌後は「組み立てかた」を参照して
元の状態に戻してください。

〈フィット鼻ノズル、鼻水キャッチャーの洗浄及び消毒、除菌〉

「購入直後又は長期保管後に使用する場合」
・

「使用後」
・

〈電動部、ACアダプターの清掃〉

フィット鼻ノズル、鼻水キャッチャーは中性洗剤でよく洗ってから
使用してください。

使用後はぬるま湯につけ、中性洗剤でよく洗います。洗浄後、必要
に応じて消毒もしくは除菌を行います。

乾いた柔らかい布で汚れを拭き取ります。汚れが落としきれない場
合は、うすめた中性洗剤を含ませた布をかたくしぼり、汚れを拭き
とります。
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
製造販売元
住　所

製造元（国名）

販売元
住　所
電話番号

：
：

：

：
：
：

メディレックス株式会社
〒104-0061
東京都中央区銀座 8-18-11 OGURAビル

K-TECH INDUSTRIAL (DONGGUAN) CO.,LTD.
（中華人民共和国）

ピジョン株式会社
〒103-8480 東京都中央区日本橋久松町 4-4
0120-741-887 （お客様相談室 )
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